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問生涯学習課 �32―5086

新型コロナウイルス感染拡大防止により、まだ

まだ自宅で過ごす機会が多いかと思います。

そこで、自宅にいても外国語を学習する上でのポイ

ントなどを全５回（隔月予定）でご紹介します。

第３回は、中国語講座の講師「鄭 麗明」先生を

お迎えしました。

◎講師プロフィール

講 師：鄭 麗明 先生

大学留学のため来日し、以来、

岐阜県在住

担当講座：中国語講座（今年度は中止）

趣 味：読書とダンス

現在、１児の母で、育児に

奮闘中

中国福建省の出身です。気候は沖縄と似ていて温暖で、マンゴーの木が街中に並んでいます。風がない

日は冬でも半袖で出歩いている人もよく見かけます。皆さんがよく知っている烏龍茶は福建省の特産品で

す。名所は、世界遺産に認定されている福建土楼（客家土楼）が有名です。また石材の産地として知られて

います。

先生の出身地について紹介してください。Ｑ.

◎続きは、次回（１月号）に掲載予定しております。

言葉というのは真似から始まるものです。恥ずかしがらずに、覚えた言葉を繰り返し使ってみてくださ

い。コロナ禍で実際に会うのは難しいですから、インターネットを活用して語学友達を作って、積極的に

コミュニケーションを楽しんでみてください。

中国語を勉強している人や興味を持っている人へメッセージをお願いします。Ｑ.

中国語の漢字の読み方をピンインの代わりにカタカナで表記するのは禁物です。市販教材の中にもカタ

カナで表記されているものもたくさん見かけますが、おすすめしません。中国語の勉強を始める時は、ま

ずピンイン表を頭に入れることが、正しい発音が身につく大切なステップとなります。

中国語は発音が難しいですね。どのように練習したらいいですか？Ｑ.

市販のＣＤ付教材はたくさんありますが、おすすめは「テレビで中国語」です。毎月新しい情報を提供し

ていて飽きません。見て聴いて、読んで考えて、そして真似します。またテレビなので、五感を使って勉

強できるところが良いと思います。

おすすめの教材はありますか？Ｑ.

スマホの使用時間がどんどん増えている今、それを語学の勉強時間に当てるのはどうでしょうか。スマ

ホの使用言語や入力キーボード、辞書を中国語に設定して使用してみてください。またSiriと中国語で会

話をすることもできますよ。案外と面白いですよ。他には、中国語の歌を暗記したり、ピンイン※付きの

物語を読んだり、ラジオやテレビの中国語講座を利用するのもいいですね。

StayHome！おうちで勉強するためのおすすめの勉強法は？Ｑ.


